
専用水道の定義 

寄宿舎、社宅、療養所、養老施設等における自家用の水道 

その他水道事業の用に供する水道以外の水道であって、 
特定の需要に応じて水を供給する水道は、すべて専用水道の可能性があります。 

百人を超える者にその居住に必要な水を供給するもの 
居住人口が百人を超える場合、専用水道になります。 

ただし、居住であり滞在ではありません。 

又は、その水道施設の一日最大給水量が20m3を超える施設（生活

の用に供するものに限る）をいいます。 
公衆浴場、プール、製品製造用などの生活の用に供するものではないものは、

給水量に含みません。 

ただし、他の水道から供給を受ける水のみを水源とするものは、専用水道に

ならない可能性がありますので、以下を確認ください。 

 

 

専用水道の適用除外 

他の水道から供給を受ける水のみを水源とする水道であって、 
宇部市水道局から供給を受ける水 

口径25mm以上の導管の全長が1,500m 以下であり、かつ、 

水槽の有効容量の合計が100m３ 以下である水道については、 

専用水道から除外されます。 

ただし、地表からの浸水等による汚染のおそれのないように設置されていな

いものは、上記の導管延長や水槽容量の算定から除きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



専用水道設置者の主な義務 

（確認申請書の提出） 

布設工事を行う前に、水道施設の技術的基準に適合するかどうか、宇部市

水道局に確認する必要があります。新たな施設を増設するときなどにも、同

様の確認が必要になります。 

（給水開始前の届出及び検査） 

給水開始しようとするときは、あらかじめ宇部市水道局にその旨を届出な

ければなりません。また、水質検査及び施設検査を実施し、記録を 5 年間

保存しなければなりません。 

（水道技術管理者の配置） 

法令等に基づき、一定の経験年数を有するものを水道技術管理者として配

置し、施設を管理しなければなりません。 

（水質検査の実施） 

法令等に基づき、定期及び臨時の水質検査を行い、記録を5年間保存しなけ

ればなりません。検査項目については、別紙２ を参照ください。 

（健康診断の実施） 

水道業務に従事するものは、法令等に基づく定期及び臨時の健康診断を行

い、記録を１ 年間保存しなければなりません。 

（衛生上の措置） 

水道施設の管理及び運営に関し、法令等に基づき、消毒等の衛生上必要な

措置を講じなければなりません。 

（緊急時の措置） 

供給する水が人の健康を害するおそれがあることを知ったときは、直ちに

給水を停止し、その旨を関係者に周知しなければなりません。そのほか、水

質検査の結果に異常があったときは、その旨、宇部市水道局に報告する必要

があります。 

 

 
詳しくは、宇部市水道局 上水道整備課給水装置係（０８３６）２１－２４０５へ 

お問い合わせください。 

 



特定の需要に 

対する水道か？ 

水槽の有効容量 

10ｍ３を超える 

汚染の可能性があ

る水槽有効容量 

100ｍ３以下 

水槽がある 水槽がある 

汚染の可能性が

ある導管延長 

1,500m 以下 

上水道から供給

を受ける水のみ

が水源 

居住人口 

100 人を超える 

専用水道 簡易専用水道 小規模貯水槽水道 

上水道から供給

を受ける水のみ

が水源 

規制なし 

生活用 

1 日最大給水量

20ｍ３を超える 

専用水道・簡易専用水道・小規模貯水槽水道 適用判断 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道法 第 32 条       水道法第 34 条の 2    宇部市水道条例 第 23 条の 2 
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【水道法に基づく水道事業者】 

・上水道 
（計画給水人口 5,000 人以上） 

・簡易水道 
（計画給水人口 101 人～5,000 人） 

No 

P≦100 

Vo≦10 

V>100 

L>1,500 

Yes 

No 

Yes 

Yes 

Yes 



専用水道の適用除外の詳細 

以下に示す施設については、地表からの浸水等による汚染のおそれのないように

設置されているものと考えます。 

１ ．建築物に設けられた給水管で、建築基準法施行令第129 条の2 の5 及び

「給排水の配管設備を安全上及び衛生上支障のない構造とするための基準

（建設省告示第1597 号）」（以下、「政令等」という。）に基づき設置さ

れた給水管 

２ ．政令等に基づき設置された給水タンク及び貯水タンク（以下、「水槽」と

いう。）で、保守点検を容易にかつ安全におこなうために、水槽の周囲及び

下面において60cm 以上、上部において100cm 以上の点検スペースがある

水槽 

 

 
【点検スペース概要図】 

建物内部の場合                   建物外部の場合 

 

          断面図                   断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水槽 

点検スペース 

100cm 

60cm 

点検スペース 

60cm 60cm 水槽 

点検スペース 

60cm 


